
平成 29年度広島市まちづくり市民交流プラザ運営委員会 第３回運営委員会 会議録 

 

日 時 平成 30年 3月 5日(月) 18時 30分～20時 30分 

場 所 合人社ウェンディひと・まちプラザ（まちづくり市民交流プラザ）南棟 4階協議室 

出席者 （委 員）柿本委員長、脇谷副委員長、阿部委員、弘中委員（欠席：東委員） 

（プラザ）谷川館長、中森主任 

議事及び会議要旨（以下） 

議事１ 平成２９年度事業の進捗状況について 

  事務局から、１月までの平成２９年度事業の進捗状況等について報告され、意見が交わされた。 

 ・企業団体との連携事業の「被爆体験についての映画会」について、満足度が７５パーセントと、

ほかと比較すると若干低いが、何か理由があったのか？ 

 ○アンケート結果からは大きな理由となる意見は見当たらないが、事前に期待していた内容と違っ

た等の意見はあった。 

 ○企業団体との連携事業については、企業や団体が自分たちで企画した事業について共催という形

で協力するもので、企画内容についてはアドバイスくらいしかできない。 

 ・今、世の中の動きとして、スマートフォンやタブレットの利用に移行し、パソコンすら使わなく

なっているのが現状である。パソコン講座は社会の変化に対応するための学習ということなので、

スマートフォン等の使用の仕方、特にスマートフォンの安全教室や危険性についての講座も取り

上げていったほうが良いと思う。 

 ○確かに、仕事や年賀状作成以外でパソコンを使うことがほとんどなくなっており、スマートフォ

ンの講座などのニーズは高いと思われるため、今後取り入れていくことを検討したい。またパソ

コン初心者の方にとってはパソコン講座のニーズも少なからずあるのでそちらも継続していく

必要はある。 

 ○スマートフォンの安全や危険性などについての講座は、企業等社会貢献活動研究会の参加企業

（ドコモやＮＴＴ）などが独自でやっているものがあり、そういったものを取り入れていくこと

が可能かもしれない。 

 ・フリースペースの昨年よりは利用は増加しているのか？ 

 ○利用者が増えるのは良いことなのだが、逆に利用者が増加しすぎると曜日・時間によっては利用

できない多くが出てしまう。 

 ・有料施設稼働率が減少していることについてはどうか？ 

 ○稼働率が低いのは、ギャラリーやスタジオ、実習室など利用方法が限定された部屋であるので、

利用が増加するよう引き続き努めていくが、集計の仕方などについても今後詳しく分析してみる

必要があると考えている。（稼働率は利用時間で集計され、利用と利用の間で予約が入れにくい

時間なども反映されているため） 

 

 



議事２ 平成３０年度事業計画について 

  事務局から、平成３０年度事業計画について説明し、意見が交わされた。 

 ・日本赤十字の救急訓練など参加したのだが、そういった日頃の訓練は大切であるので取り入れて

いってもらいたい。 

 ○救急訓練やＡＥＤの使い方など、命に関わることなので、機会をみて講座やイベントで取り入れ

ていくことは必要だと考えている。 

 ・紙芝居についてのイベントも多くなっている。 

○紙芝居普及団体「紙芝居村」による紙芝居大会も今年は７月に予定されている。 

・プラザには、４０代～５０代くらいの人がボランティアなどに関わり、自分の意見が言えるよう

な場を作っていってほしい。 

・青少年センターなどで活動していた人たちが、年齢制限で利用できなくなった後はプラザを利用

してもらうという流れができれば良いと思う。 

・ＰＴＡやおやじの会などでボランティア活動をしている人たちの集える場であってもらいたい。 

・活躍している若い人たちがたくさんいるので、その成果を発表できる場を提供したり、大学生の

活動を積極的に取り込んでいけると良い。 

・小学校との関わりも増えてきているので、今後も無理のないよう少しずつ関わりを増やしていけ

ると良い。 

○いただいたご意見を参考にしながら、３０年度は取り組んでいこうと思う。 

   

議事３ 平成２９年度まちづくり市民交流フェスタ実施結果について 

 事務局から、アンケート結果について説明があり、意見が交わされた。 

・内容は年々工夫してよくなってきている。意見にもあるようにＰＲも大事である（開催している

ことが外からわかるように）。 

・小学校と同じように、平和記念資料館も巻き込んでいってはどうか？（フェスタの雰囲気とは違

うため関わり方を良く考えて） 

・意見の中に、著名人が来ればというものがあったが、そういったことも大事ではないか？ 

○著名人がフェスタの本来目的には直接関係しなくても、市民活動やボランティア活動を知っても

らうためには、まず多くの人に来館してもらうことが大切である。早い段階で運営委員の皆様の

ご意見も伺いながら考えていきたい。 

 ○日程は３０年度も１０月を考えている。（１０月１３日、１４日）。 

  

議事４ その他 

プラザ南棟１階等での作業所によるバザー等についての報告 

○前回の運営委員会で、南棟１階で作業所によるバザーを開催してはどうかという意見があったので、

市や関係機関等に確認したところ、市の就労支援センターを通して開催することは可能ということ

なので、プラザの事業との関わりなども考えながら検討していく予定である。 



【次回の運営委員会】 

 平成３０年６月頃（１８時～２０時）予定（後日決定） 

 

閉会 


